
水道水および飲用可能な井戸水(※1)

水道水及び飲用可能な井戸水以外は使用しないでください。
※商品の内部腐食により、漏水の原因となります。
※飲用可能な井戸水とは、水道法に定められた飲料水の水質基準に適合
　する水をいいます。

【分岐止水栓、分岐口付きの場合】

【分岐止水栓、分岐口付きの場合】

【分岐止水栓、分岐口付きの場合】

取り付け、取り

取り付けた後は、

【分岐止水栓、分岐口付きの場合】

【寒冷地用の場合】

【寒冷地用の場合】

用

※分岐口付きの場合、別途分岐止水栓を用意してください。
   （取扱説明書Ｐ10参照）

シングルレバー混合水栓

以上で使用しないでください。
以上

飲用
OK

【分岐止水栓付きの場合】

【分岐止水栓付きの場合】

（一般的な行動指示記号です。）

施工説明書

1.  施工の前に

カウンター上面

13㎜未満

PMS-2555(19030)

水栓取付面とカウンター上面との段差が13㎜以上
あると、分岐止水栓が取り付けられません。

●商品・施工方法についてのお問い合わせ
お客さま相談センターまで
ナビダイヤル TEL 0570-017-173

受付時間 平日 9:00～18:00
土日・祝日 9:00～17:00

（ゴールデンウィーク・夏期・年末年始の休みは除く）

●取付後の流量調節及び保守点検のために、必ず止水栓（別売）と点検口を設けてください。

について
分岐止水栓付きの場合、施工後の調整に

止水栓と点検口を設けてください。

補強材を使う場合
●カウンター裏面に補強材を使う場合は、木製のボードを使用してください。珪酸カルシ
ウム板は使わないでください。本体が正しく固定できないことがあります。
　やむをえない事情で珪酸カルシウム板を使用する場合は、別売のA-3811を使用して取り
付けてください。

水栓本体の取付けにはプラスドライバー、スパナ（呼び8、24）、モンキーレンチ（呼び250以上）が必要です。

貯湯式給湯器と組み合わせる場合の給水圧力

6 ※SF-HB420SYX(N)B型

SF-HB420SYX型 SF-HB442SYX型
SF-HE420SYX型 RSF-541Y型
SF-HE421SX型 RSF-542Y型　

給水圧力≧給湯圧力 (※2)0.05MPa(流動時)～0.75MPa(静水圧)

以下

※1：飲用可能な井戸水とは、水道法に定められた飲料水の水質基準に適合する水をいう。
※2：給湯圧力が給水圧力よりも高い場合、正常な調節ができなくなり、ヤケドをする

恐れがあります。

給水圧力は必ず給湯圧力以上にしてください。
※正常な調節ができなくなり、ヤケドをする恐れがあります。

湯(H)

流動時

流動時

流動時

流動時の圧力です。

●給水圧力はガス給湯器直前における流動時の圧力です。
●ガス給湯器の設定温度は最高温度です。



q上面施工金具の取付け
w水栓本体の取付け
eソケットと止水栓の接続
r給水ホース・給湯ホースの接続
t分岐止水栓の接続
　※分岐止水栓付きの場合のみ

q

以下の手順通り、正しく取り付けてください。

6.

w

e

r

t

ポイント
各ボルトを交互に締め
付け、締付力が均等に
なるように。

ポイント
アダプターのぐらつきがない
こと。

確　認

4本のガイド
が取付穴に確
実に入ってい
ること。

注 意

上面施工金具は向きに注意して、正し
く取り付けてください。
※正しく取り付けないと水栓本体の固定強度
が低下するなど、不具合の原因となります。

注 意

ゆっくり回してください。
※高速回転はしないでください。
正しく施工できなくなる恐れがあ
ります。

注 意

締め付けすぎないでく
ださい。

●先端のキャップはそれぞ
れ接続する直前まで外さ
ないでください。
※リングに傷がついたり、ゴミ
がかみ込むことで、漏水の原
因になります。

●横並びにしただけでは、
給水・給湯ホースの先端
がアダプターに干渉し挿
入できません。

注 意

●無着色ボルトは引っかからない
ように少し引っぱり上げておく。

●ホルダーがカウンター裏面の障害
物に引っかかり、正しい位置に取
付けできない場合は、白着色ボル
トを数回左右に回してください。

ポイント

2.  施工方法
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水道水および飲用可能な井戸水(※1)

水道水及び飲用可能な井戸水以外は使用しないでください。
※商品の内部腐食により、漏水の原因となります。
※飲用可能な井戸水とは、水道法に定められた飲料水の水質基準に適合
　する水をいいます。

【分岐止水栓、分岐口付きの場合】

【分岐止水栓、分岐口付きの場合】

【分岐止水栓、分岐口付きの場合】

取り付け、取り

取り付けた後は、

【分岐止水栓、分岐口付きの場合】

【寒冷地用の場合】

【寒冷地用の場合】

用

※分岐口付きの場合、別途分岐止水栓を用意してください。
   （取扱説明書Ｐ10参照）

シングルレバー混合水栓

以上で使用しないでください。
以上

飲用
OK

【分岐止水栓付きの場合】

【分岐止水栓付きの場合】

（一般的な行動指示記号です。）

施工説明書

1.  施工の前に

カウンター上面

13㎜未満

PMS-2555(19030)

水栓取付面とカウンター上面との段差が13㎜以上
あると、分岐止水栓が取り付けられません。

●商品・施工方法についてのお問い合わせ
お客さま相談センターまで
ナビダイヤル TEL 0570-017-173

受付時間 平日 9:00～18:00
土日・祝日 9:00～17:00

（ゴールデンウィーク・夏期・年末年始の休みは除く）

●取付後の流量調節及び保守点検のために、必ず止水栓（別売）と点検口を設けてください。

について
分岐止水栓付きの場合、施工後の調整に

止水栓と点検口を設けてください。

補強材を使う場合
●カウンター裏面に補強材を使う場合は、木製のボードを使用してください。珪酸カルシ
ウム板は使わないでください。本体が正しく固定できないことがあります。
　やむをえない事情で珪酸カルシウム板を使用する場合は、別売のA-3811を使用して取り
付けてください。

水栓本体の取付けにはプラスドライバー、スパナ（呼び8、24）、モンキーレンチ（呼び250以上）が必要です。

貯湯式給湯器と組み合わせる場合の給水圧力

6 ※SF-HB420SYX(N)B型

SF-HB420SYX型 SF-HB442SYX型
SF-HE420SYX型 RSF-541Y型
SF-HE421SX型 RSF-542Y型　

給水圧力≧給湯圧力 (※2)0.05MPa(流動時)～0.75MPa(静水圧)

以下

※1：飲用可能な井戸水とは、水道法に定められた飲料水の水質基準に適合する水をいう。
※2：給湯圧力が給水圧力よりも高い場合、正常な調節ができなくなり、ヤケドをする

恐れがあります。

給水圧力は必ず給湯圧力以上にしてください。
※正常な調節ができなくなり、ヤケドをする恐れがあります。

湯(H)

流動時

流動時

流動時

流動時の圧力です。

●給水圧力はガス給湯器直前における流動時の圧力です。
●ガス給湯器の設定温度は最高温度です。



確　認
水栓本体にぐらつきがないこと。

ポイント
カチッと音がするまで回す。

注 意

水栓全体が回転可能となる
前に無理に回さないでくだ
さい。
※給水・給湯管等が破損し、漏
水の原因となります。しく
施工できなくなる恐れがあ
ります。

水栓本体の

ソケットと止水栓の接続3
抜け止めカバー、固定リング、樹脂キャップを取り外す。

ソケットを止水栓に固定する。

1.

2.

パッキンの紛失に注意してください。
※漏水の原因になります。

注 意

締付けは、ソケット本体に工具を掛け
てください。
※ソケットカバーを持って締付けたり、工具を
掛けると、破損し、漏水の原因になります。

注 意

ソケット

止水栓

パッキン

ソケット

抜け止めカバー

固定リング

①

②

パッキン

樹脂キャップ

注 意

●ソケットの締付けにモンキーレ
ンチを使用する場合は、先端の
幅を袋ナットの2面幅に合わせて
ください。

※締付け不足により、漏水の原因となります。

●ソケットの締付けにモンキーレ
ンチを使用する場合は、工具の
向きにご注意ください。

※締付け不足により、漏水の原因となります。
※水栓金具や工具が破損する恐れがあり
ます。

給水・給湯ホースの接続4
1.

給水・給湯ホースを外すときは止水栓を
閉め、抜け止めカバー、固定リングを外
してホースを上に引く。

給水・給湯ホースをソケットに差し込む。

ホースが挿入しにくい場合は、
ハンドルを開けた状態で施工する。

ポイント

給水・給湯ホース接続時の注意事項

確　認

※固定リングと抜け止めカバーを
確実にはめ込む！

※ホースを上に引っ張って、抜けない
事を確認する！

引いて
みる

●必ずソケットを止水栓に固定してから給水・
給湯ホースを接続してください。

●Oリングに傷をつけたりゴミかみがないよう
に注意してください。

　※漏水の原因となります。

注 意

●ホースを曲げる場合は､曲げ半径30mm以上確保し
ホースを折らないようにしてください。

　※漏水や流量低下の原因となります。
●ホースを無理に引っ張ったり、ホース外層に傷が
つくような接触は避けてください。

　※漏水や故障、ヤケドの原因になります。
●給湯配管には、給湯ホースのみ接続してください。
　※漏水や故障、ヤケドの原因となります。

注 意

止水栓

①

②
①

②

ソケット

フレキホース

一度外した給水・給湯ホースを再接続する場合

●湯側・水側のハンドルを開け、ホースから水を
抜いてから実施してください。
※正しく施工できなかったり、漏水の原因となります。

●④-1の確認項目や、ポイントも必ずご確認
ください。

　※漏水の原因となります。

注 意

水を抜く

湯

水開

抜け止めカバー

固定リング

止水栓を閉める

ホース差し込み後、給水・給湯
ホースを上に引っ張って、抜け
ない事を確認する。

外す 差し
込む

キャップ
固定リング

抜け止めカバー

分岐止水栓付きの場合は分岐止水栓（LF-3SQ-13F）に同梱の施工説明書
に従い、水栓本体に接続してください。

5

レバーハンドルを閉じ、接続部から
の漏水がないか確認する。

以下の手順通り、正しく調整してください。

通水確認を以下の要領で行ってください。

水側・湯側それぞれの位置で
レバーハンドルを開け、通水確
認する。

レバーハンドルが閉じているこ
とを確認し、給水・給湯の止水
栓を開く。

1

漏水確認

漏水確認

1. 3.

2.

高温に注意してください。
※レバーが湯側になっていると不意に高温の湯が出てヤケド
をする恐れがあります。

閉じる

注 意
湯

水

3.  施工後の調節

曲げ半径は
30mm以上

給水・
給湯ホース

湯表示
シール

給湯ホース

給湯ホース

湯表示シール

ソケット

給湯側止水栓
外す差し

込む

給水ホース
※表示なし

ソケット

給水側止水栓

湯側止水栓
　 （左）

開 開
水側止水栓
　 （右）

開ける

湯

水

開ける



確　認
水栓本体にぐらつきがないこと。

ポイント
カチッと音がするまで回す。

注 意

水栓全体が回転可能となる
前に無理に回さないでくだ
さい。
※給水・給湯管等が破損し、漏
水の原因となります。しく
施工できなくなる恐れがあ
ります。

水栓本体の

ソケットと止水栓の接続3
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固定リング
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注 意

●ソケットの締付けにモンキーレ
ンチを使用する場合は、先端の
幅を袋ナットの2面幅に合わせて
ください。

※締付け不足により、漏水の原因となります。

●ソケットの締付けにモンキーレ
ンチを使用する場合は、工具の
向きにご注意ください。

※締付け不足により、漏水の原因となります。
※水栓金具や工具が破損する恐れがあり
ます。
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1.

給水・給湯ホースを外すときは止水栓を
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確　認
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確実にはめ込む！

※ホースを上に引っ張って、抜けない
事を確認する！

引いて
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●必ずソケットを止水栓に固定してから給水・
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●ホースを曲げる場合は､曲げ半径30mm以上確保し
ホースを折らないようにしてください。
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●ホースを無理に引っ張ったり、ホース外層に傷が
つくような接触は避けてください。

　※漏水や故障、ヤケドの原因になります。
●給湯配管には、給湯ホースのみ接続してください。
　※漏水や故障、ヤケドの原因となります。

注 意
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②
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フレキホース

一度外した給水・給湯ホースを再接続する場合

●湯側・水側のハンドルを開け、ホースから水を
抜いてから実施してください。
※正しく施工できなかったり、漏水の原因となります。

●④-1の確認項目や、ポイントも必ずご確認
ください。

　※漏水の原因となります。

注 意

水を抜く

湯

水開

抜け止めカバー

固定リング

止水栓を閉める

ホース差し込み後、給水・給湯
ホースを上に引っ張って、抜け
ない事を確認する。

外す 差し
込む

キャップ
固定リング

抜け止めカバー

分岐止水栓付きの場合は分岐止水栓（LF-3SQ-13F）に同梱の施工説明書
に従い、水栓本体に接続してください。
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レバーハンドルを閉じ、接続部から
の漏水がないか確認する。

以下の手順通り、正しく調整してください。

通水確認を以下の要領で行ってください。

水側・湯側それぞれの位置で
レバーハンドルを開け、通水確
認する。

レバーハンドルが閉じているこ
とを確認し、給水・給湯の止水
栓を開く。

1

漏水確認

漏水確認

1. 3.

2.

高温に注意してください。
※レバーが湯側になっていると不意に高温の湯が出てヤケド
をする恐れがあります。

閉じる

注 意
湯

水

3.  施工後の調節

曲げ半径は
30mm以上

給水・
給湯ホース

湯表示
シール

給湯ホース

給湯ホース

湯表示シール

ソケット

給湯側止水栓
外す差し

込む

給水ホース
※表示なし

ソケット

給水側止水栓

湯側止水栓
　 （左）

開 開
水側止水栓
　 （右）

開ける

湯

水

開ける

ゴミ詰まりはないか？

ゴミ詰まりはないか？

手でキャップを回して泡沫口を取り外し、
泡沫ユニットを水で掃除してください。

泡沫口

泡沫ユニット

キャップ

水圧が0.20MPaを超える場合は、水側の流量を調節してください。
※水栓の機能が十分に発揮されません。

湯と水の流量が同じになるように、
水側の流量調節栓を調節する。

レバーハンドルを全開にする。1.
2.

3.

止水栓

4

注 意

分岐器具の給水ホースは、
必ず日本電機工業会規格
（JEM1206）品を使用
してください。
※上記以外の給水ホースでは、
異音や漏水、吐水できない
などの恐れがあります。

注 意

泡沫口・ストレーナの掃除

泡沫口の場合

ナットをしっかり締める。

キッチンシャワーを吐水口に取り付ける。

7

キッチン
シャワーが
ゆるむ・
ガタつく

キッチンシャワーが回らなくなるまで
手でねじ込み、その後、専用工具で
ナットを1/4回転程（締付けトルク約
3Ｎ･ｍ）増し締めする。

パッキン、ストレーナの向きに注意し
て取り付けてください。

ポイント

1. 2.
キッチンシャワーの場合
同梱の専用工具でナットを回し、
キッチンシャワーを外す。

キッチンシャワーのストレーナを
掃除する。

キッチンシャワーキッチンシャワー

ストレーナ

ストレーナ

ナット
専用工具

●ナット以外の部品に、専用工具を掛けないでください。
●キッチンシャワーを落とさないよう注意してください。
　※破損したり、キズがついたりする恐れがあります。
●水を出し過ぎないでください。
　※水が飛びはね、衣服を濡らす恐れがあります。

●ストレーナがキッチンシャワーか
ら外れてしまった場合は、向きに
注意して取り付けてください。

　※向きが正しくないと、ゴミが詰まり
やすくなり、流量が少なくなる場合
があります。

注 意

●キッチンシャワーを外す際、パッ
キンが外れたり、吐水口の内部に
残ってしまう場合があります。

　この場合は、パッキンの向きに注
意して取り付け直してください。

　※向きが正しくないと、吐水口に取り
付けられなくなります。

●同梱の専用工具以外は使用しな
いでください。
※キズがついたり、締付け不足と
なる恐れがあります。

●ナット以外の部品に、専用工具を掛
けないでください。
※破損したり、キズがついたりする恐れ
があります。

注 意

パッキン

4.  引渡し前の確認

PMS-2555(19030)

「本製品の仕様と条件」の項参照。

「本製品の仕様と条件」の項参照。

「本製品の仕様と条件」の項参照。

泡沫ユニット

泡沫口
キャップ

寒冷地用

寒冷地用

分岐止水栓・分岐口付きの場合

分岐止水栓・分岐口付きの場合

分岐止水栓付きの場合

キッチンシャワー付きの場合

yストレーナ

uナット

キッチン
シャワー

固定リング

抜け止めカバー

ソケット

ソケット


